
58 リ  ア  ホ  ナ

知らないジョージ・ワシントン将軍の肖像
画に替わっていました。

リップ・ヴァン・ウィンクルは 20年間
眠っていたのです。そしてその間，自国の
歴史において最も心躍る一つの時代を見
逃したのです。つまり，アメリカ革命の間
ずっと眠っていたのです。

1966年の 5 月，マーティン・ルーサー・
キング・ジュニア博士は，彼の演説「革
命の間眠らないように」（“Don’t Sleep 
Through the Revolution”）1  の一例にこ
の話を使いました。

今
き ょ う

日，わたしはこの同じテーマを採り上
げ，神の神権を持つ全ての人に次の質問を
したいと思います。皆さんは回復の業が
進む間，ずっと眠っているのですか。

わたしたちは回復の時代に生きています。

大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

 2 00 年近く前，アメリカの短編小説
「リップ・ヴァン・ウィンクル」が出
版され，たちまち人気作品となりま

した。主人公リップは大望を持たない男
で，妻と仕事の二つを避けることに長

た

けて
いました。

ある日，彼が飼い犬とともに山をさまよっ
ていると，風変わりな装いをし，酒を飲ん
で遊んでいる一団と出会いました。酒を勧
められて飲んだ後，リップは眠くなり少し
の間目を閉じました。再び目を開けると，驚
いたことに犬はいなくなっており，銃はさび
つき，ひげが長く伸びていました。

リップは村に戻ると全てが変わっている
ことに気づきました。妻は亡くなり，友人
もいなくなっていました。居酒屋に掛かっ
ていた国王ジョージ 3 世の肖像画は，彼の

回復の業が進む間
ずっと眠っていますか
この神聖な業は非常に大切です。わたしたちが個人として，家族
として，そしてキリストの教会として中途半端な気持ちで行うこと
はできません。

方法で，科学技術は，皆さんを最も大切な
ことから気をそらせることができます。昔
からある次の勧告に従ってください。「あ
なたがそこにいるときは，あなたの心もそ
こにあるようにする。」運転しているとき
は，運転する。教室にいるときは，授業に
集中する。友達といるときは，友達に注意
を向ける。皆さんの頭脳は，一度に二つの
ことに集中できません。同時に多くのこと
をしようとするときは，次から次へと焦点
が素早く移動しているのです。このような
古いことわざがあります。「二兎を追う者
は一兎をも得ず。」

第 4。主は御自身の目的を果たすために
科学技術をお使いになる。

科学技術の神聖な目的は，救いの業を
速めることです。皆さんは選びの世代の
一員として，科学技術を理解しています。
完成に向かう進歩を加速するように科学
技術を使ってください。たくさん与えられ
ているので，皆さんも与えなければなりま
せん（「主の恵み，人にも分かたん」『賛美
歌』138 番参照）。皆さんがこれらの偉
大なツールを使って，わたしの世代の人々
が決して想像することができなかった方
法で福音を分かち合い，主の業を次の段
階に進めることを，主は期待しておられま
す。過去の世代は自分の隣人や自分の町
に影響を与えていましたが，皆さんにはイ
ンターネットとソーシャルメディアを通じ
て，国境を越えて，全世界に影響を与える
力があります。

この教会が主の教会であることを証
あかし

し
ます。皆さんはこの時代に主の業に携わる
ように選ばれました。それは，皆さんが正
しい選択をすることを主が信頼しておられ
るからです。皆さんは選びの世代です。イ
エス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。■
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ときどき，わたしたちは福音の回復は完
了したもの，つまり，ジョセフ・スミスがモ
ルモン書を翻訳し，神権の鍵を受け，教会
が回復されたという，既に過去に起きたも
のとして考えます。しかし実際は，回復は
現在も進行過程にあり，わたしたちは今ま
さにその中で生きているのです。その過程
には，「神がこれまでに啓示されたすべての
こと，神が今啓示されるすべてのこと」，お
よび神がこれからも啓示される「多くの偉
大で重要なこと」が含まれます。2  兄弟の皆
さん，今

こん

日
にち

の心躍る発展は，昔から預言さ
れていた備えの時期，すなわちわたしたち
の救い主イエス・キリストの栄えある再臨
で終結する備えの時期の一部なのです。

今は世界の歴史の中でも屈指の驚くべき
時代です。古代の預言者たちはわたした
ちの時代を見るのを待ち望んでいました。

わたしたちは死すべき生涯を終えると
き，この重要な時代に対して，また主の業
を推し進めることに対して，どのような貢献
をしたかを話すことができるでしょうか。
袖をまくり，心と，勢力と，思いと，力を尽く
して働いたと言えるでしょうか。あるいは，
人生のほとんどを傍観者として過ごしたと
認めなければならないでしょうか。

神の王国を築くことに関して，なぜ少し
眠くなるかについては様々な理由があると
思います。 3 つの主な理由を述べたいと
思います。わたしがそれらを話すとき，自
分に当てはまらないか深く考えるように皆

さんに勧めます。もし改善する余地があ
るならば，より良い状態になるように変わ
るために，何ができるのかをよく考えてみて
ください。

利己心
まずは，利己心です。
利己的な人は他の何よりも自分にとって

関心のあることや楽しいことを求めます。
利己的な人にとって重要なことは，「これ
は自分にとってどんな得になるだろうか」
ということなのです。

兄弟の皆さん，このような態度は神の王
国を築くために必要な精神と明らかに反
対のものであることが，きっと皆さんは分
かるでしょう。

人々への奉仕よりも自分の必要を満た
すことを求めるとき，わたしたちは自分自
身が認められることや自分自身の楽しみ
に優先順位を置くことになります。

過去の世代の人々は，様々な形の虚栄
心や自己陶酔と苦闘しましたが，今日のわ
たしたちは過去の世代以上に，そのような
思いと闘っていると思います。最近，オッ
クスフォード辞典（Oxford Dictionary）
がその年のキーワードとして「自分撮り」
を表す“selfie”という言葉を発表したのは
単なる偶然でしょうか。3

生来，わたしたちは皆認められたいとい
う願望があります。また，リラックスして楽
しむことに何の問題もありません。しか

し，「利益と世の誉れ」4  を求めることが
動機の中心となるとき，贖

あがな

いを実感する経
験と喜びに満ちた経験を逃すことになりま
す。そのような経験は，主の業のために惜
しみなく自分をささげることによりもたら
されるのです。

対処法は何でしょうか。
答えは，いつものようにキリストの言葉

の中にあります。
「だれでもわたしについてきたいと思う

なら，自分を捨て，自分の十字架を負う
て，わたしに従ってきなさい。

自分の命を救おうと思う者はそれを失
い，わたしのため，また福音のために，自分
の命を失う者は，それを救うであろう。」5

自分の生活を救い主，神，そして同
はら

胞
から

に
心からささげる人は，利己的な人や傲慢な
人には決して経験できない豊かさと充実
感を人生において見いだすでしょう。利
己心のない行いは見返りを求めないで行
うものです。それは，笑顔，握手，抱擁，
時間を取って耳を傾けること，優しい励ま
しの言葉，あるいは思いやりを示す行為と
いった，小さくとも長く大きな影響を残す
慈愛のこもった行いです。これらの親切
な行為は全て，人々の心と人生を変えるこ
とができるものです。伴侶や家族をはじ
め，同胞を愛し仕える無数の機会を生かす
とき，神を愛し人々に仕えるわたしたちの
能力は大きく増すことでしょう。

人々に仕える人は，回復の業の進む間
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ずっと眠り続けることはありません。

依存症
世界にとってこの重要な時期にわたした

ちを眠らせてしまうもう一つの要因は依存
症です。

依存症はしばしば気づかないうちに始
まります。繰り返される小さな行いがやが
ては人を支配する習癖となるのです。悪い
習癖はわたしたちを消耗させてしまう依存
症になる可能性を持っています。

わたしたちを束縛する依存症という鎖
は，ポルノグラフィー，酒，性行為，薬物，タ
バコ，ギャンブル，食物，仕事，インターネッ
ト，バーチャルリアリティといったように
様々な形態になり得ます。わたしたちの共
通の敵サタンは得意な手段をたくさん持っ
ていて，それを使ってわたしたちが主の王
国で使命を果たすために神から授かった
能力を奪うのです。

天の御父は，御自分の高貴な息子たち
の一部が，破滅をもたらす依存症の鎖にい
かに進んで縛られるのかを見て悲しんで
おられます。

兄弟の皆さん，わたしたちは全能の神

の永遠の神権を持っているのです。わた
したちは確かにいと高き神の息子であり，
言葉では表せない可能性が与えられてい
ます。天高く昇るように作られています。
この世的な願望のために神から与えられ
た可能性が制限されたり，人が生み出した
依存症のとりこになったりするよう意図さ
れてはいません。

対処法は何でしょうか。
最初に理解しなければならないことは，

依存症は治療するよりも避ける方がはるか
に簡単であるということです。救い主は次
のように言われました。「これらのことを
決して心の中に入れないように……。」6

何年か前に，トーマス・S・モンソン大
管長とわたしは合衆国大統領を乗せるす
ばらしい飛行機エアフォースワンの見学に
招待されました。シークレットサービスに
よる厳重なセキュリティチェックがありまし
た。担当者が搭乗前に預言者のセキュリ
ティチェックをしているとき，わたしは少し
ほほえみかけました。

その後，その場を指揮していたパイロッ
トがわたしを機長席に座らせてくれまし
た。自分が長年操縦してきたものと同じ

種類のすぐれた飛行機の操縦席に再び座
るのはすばらしい経験でした。海や大陸
を渡ったフライトの思い出がわたしの心と
思いを満たしました。世界中の空港で経
験した胸のすくような離着陸の瞬間に思い
を巡らせました。

ほとんど無意識のうちに，わたしは手を
ボーイング 747 の 4 つのスロットルレバー
に置いていました。ちょうどそのとき，背
後からトーマス・S・モンソン大管長の愛
する間違えようのない声が聞こえました。
「ディーター，飛ばそうなんて考えないで

くださいね。」
わたしは何かをしようとは思っていませ

んでしたが，モンソン大管長はただわたし
の考えていることを読み取ったのかもしれ
ません

すべきでないことを行うように誘惑を受
けるとき，信頼する家族や友人，愛する預
言者，そして常に救い主の愛にあふれる
警告の言葉に耳を傾けましょう。

依存症への最良の防御は決して始めな
いことです。

では，依存症に陥ってしまった人はどう
すればよいでしょうか。
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まず初めに，希望があることを知ってく
ださい。愛する人々，教会の指導者，訓練
を受けたカウンセラーの助けを求めてくだ
さい。教会は，地元の教会指導者，イン
ターネット7，および地域によっては LDS
ファミリーサービスを通して，依存症から
立ち直るための援助を提供しています。

救い主の助けがあれば，依存症を克服
できることを常に忘れないでください。長
く険しい道かもしれませんが，主は決して
皆さんを見捨てたりなさいません。主は皆
さんを愛しておられます。イエス・キリスト
は，皆さんが変わり，罪の縄目から解き放
たれるために，贖いの苦しみを受けられた
のです。

最も大切なことは努力し続けることで
す。成功するまでに何度も試みなければ
ならないこともときどきあります。あきら
めないでください。信仰を失わないでくだ
さい。心を主に近く保ってください。そう
すれば，主は罪から解き放つ力を与えてく
ださるでしょう。主があなたを自由にされ
るのです。

愛する兄弟の皆さん，依存症につながる
習慣を常に遠ざけてください。そのような
習慣から遠ざかる人は，神に仕えることに
心と勢力と思いと力を尽くすことができる
ようになります。

彼らは回復の業が進む間ずっと眠り続
けることはありません。

競合する優先順位
この業に十分に携われないようにする

3 番目の障害は，わたしたちが数多くの競
合する優先事項を抱えていることです。
中にはあまりにも忙しく，自分はまるで仕
事を教え込まれたたくさんの動物に引か
れる荷車のようだと感じる人もいるでしょ
う。しかも，ばらばらの方向に引っ張られ
ています。一生懸命やっても，荷車はどこ
にも行けません。

わたしたちは趣味やスポーツ，仕事，地
域社会や政治的な問題に最大の努力を払
うことがよくあります。これはすべて良い

ことで誉れあることかもしれませんが，わ
たしたちにとって優先順位の最も高いこと
を行うための時間とエネルギーが残ってい
るでしょうか。

対処法は何でしょうか。
繰り返しますが，それは救い主の言葉の

中にあります。
「『心をつくし，精神をつくし，思いをつ

くして，主なるあなたの神を愛せよ。』
これがいちばん大切な，第一のいましめ

である。
第二もこれと同様である，『自分を愛す

るようにあなたの隣り人を愛せよ。』」8

人生において，他の事柄がこの二つの優
先事項よりも高くなるべきではありません。

教会の奉仕でさえも，弟子としての心や
中身のないまま，あまり考えもせずに物事
を行って，いたずらに時間を費やしてしま
うことがあります。

兄弟の皆さん，わたしたちは神権を持つ
者として，神と隣人を愛する民になる決意
をしています。そして，言葉と行いを通し
て進んでその愛を示します。それがイエ
ス・キリストの弟子としてわたしたちがあ
るべき本来の姿です。

これらの原則に従って生活する人は，回

復の業が進む間ずっと眠り続けることはあ
りません。

目を覚ますようにという呼びかけ
使徒パウロは次のように書いています。

「眠っている者よ，起きなさい。死人のな
かから，立ち上がりなさい。そうすれば，
キリストがあなたを照

てら

すであろう。」9

わたしの愛する友人の皆さん，皆さんは
光の息子であることを知ってください。

利己心を持たないでください。依存症
につながる習慣に陥らないでください。競
合する優先順位によって，祝福された弟子
としての務めや気高い神権の奉仕に無関
心になったり，疎遠になったりすることの
ないようにしてください。

この神聖な業は非常に大切です。わた
したちが個人として，家族として，そしてキ
リストの教会として中途半端な気持ちで行
うことはできません。

イエス・キリストの弟子であるというこ
とは，週に 1 度あるいは 1 日に 1 度努力
すればよいようなことではありません。そ
れはわたしたちが常に行うものです。

主の真の神権者に対する主の約束はあ
まりにも大きいので，全てを理解すること
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ニューヨーク・ヤンキースでプレーした
ジョー・ディマジオが，わたしの野球の
ヒーローとなりました。わたしたちの家に
隣接していた学校のグラウンドで兄たちや
友人たちが野球をしていると，わたしも自
分なりに考えたジョー・ディマジオばりの
バットスイングをしてみたものでした。当
時はまだテレビのなかった時代（これは大
昔のことですが）でしたから，スイングの
まねをするにしても，新聞から切り抜いた
写真だけが頼りだったのです。

大きくなったころ，父がわたしをヤン
キー・スタジアムに連れて行ってくれたこ
とがあります。それが，わたしにとって
ジョー・ディマジオのプレーを実際に見た
唯一の機会でした。わたしの心の中で
は，まるでまだその場所にいるかのよう
に，ディマジオがバットを振り，やがてその

大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

わたしたちには皆ヒーローがいま
す。若いときは特にそうです。
わたしは，アメリカ合 衆 国の

ニュージャージー州プリンストンという町
で生まれ，大きくなりました。わたしたち
の住んでいた町の近くにある最も有名な
スポーツチームは，本拠地がニューヨー
ク・シティーにありました。遠い昔のこ
と，その当時ニューヨーク・シティーは，
プロ野球の 3 球団，つまり，ブルックリ
ン・ドジャースとニューヨーク・ジャイア
ンツ，そしてニューヨーク・ヤンキースの
本拠地だったのです。わたしたちの家か
らはフィラデルフィアの方が近く，そこは
アスレチックスとフィリーズという球団の
本拠地でした。こうしたチームの中には，
わたしにとってヒーローになりそうな可能
性を持った選手がたくさんいました。

神権を持つ者
皆さんは偉大な模範になることも，平均的な人物になることも，悪
い見本になることもできます。それは皆さんにとっては大して重要
ではないと思うかもしれませんが，主にとっては重要なのです。

はできません。
アロン神権とメルキゼデク神権に忠実

であって，自分の召しを尊んで大いなるも
のとする人は，「御

み

霊
たま

により聖
きよ

められてそ
の体が更新される」のです。それゆえ，わ
たしたちの御父が持っておられる全てが，
与えられるでしょう。10

イエス・キリストの贖いの清めの力と，
人を変える聖霊の力は，人を癒

いや

し，救助す
ることができることを証

あかし

します。救い主の
呼びかけに耳を傾け，喜び勇んで，十分に
固い決意をもって救い主に従うことはわた
したちの特権であり，神聖な義務であり，
喜びです。「〔わたしたち〕を縛っている
鎖を振り払い，暗闇を抜け出て，地から立
ち上がり」ましょう。11

目を覚まして，善を行うことに疲れ果て
ないようにしましょう。 わたしたちは

「一つの大いなる業の基を据えつつある」
からです。12  すなわち，救い主の再臨に備
えているのです。兄弟の皆さん，美しく力
ある回復された真理に対する証人として，
わたしたちが模範の光を輝かせるとき，わ
たしたちは回復の業が進む間ずっと眠り
続けることはありません。わたしはこのこ
とを証し，皆さんにわたしの祝福を残しま
す。主イエス・キリストの聖なる御

み

名
な

によ
り，アーメン。■
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